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本格的な人工地震による地殻構造調査は 1979-1981 年にかけて、第 20 次夏隊、第 21 次
越冬隊および 22 次夏隊によって初めて実施された。当時、南極大陸の構造調査は米国隊






時の輸送力や人員の能力を考慮して、10km 程度の間隔で観測点を設置し約 30 点の観測点
を配置することにした。20 次夏隊ではその準備として、海中爆破と氷床孔中でのそれぞれ
























越冬中に調整することになった。刻時に関しては、測線を 3 つに分け、高精度の時計 3 台
を用い、基地からの無線連絡でこれらのマスター時計を較正し、その時計で観測点の時計




早かった。GPS に比べると精度は悪いが、100m 以下の誤差で位置の決定が可能であった。 
実際の実験は４度にわたって実施し、爆破は大小のものを 17 回行った。5、6 月に基地




効果は労力に比べてほとんどないことも分かった。10 月から 11 月にかけて 270km の測
線上に 27 点の観測点を設置し、薬量 1、0、1.4t の 2 発の発破を行い、越冬明けの 1 月に
海中爆破 2.9t による実験を行い無事終了した。100m および 140m の発破孔の掘削には 1
週間程度を要した。この実験によって、大陸の構造が求められ、モホの深さなどの基本的
な南極の構造が得られた。南極縁辺部では地表付近の P 波速度は 6.1-6.2km/s と日本より
速く、40km 程度の深さにモホ面が存在することも分かった。 
 
2.2．2000 年(41 次)2002 年(43 次) 
上記の実験後、数回南極における構造調査の計画がなされ、到達困難域での観測のため
のペネトレータ地震計の開発なども実施されたが、これらの計画は実現できなかった。上







および直交方向になっている。測線は 180 および 160km と前回より短くなったが、観測
点間隔を 1km とすることで、反射波を効率よくとらえることができた。41 次の測線はみ
ずほ基地へのルート上であり、21 次の測線の一部であるが高密度の観測が実施された。43
次の測線は直交方向で新たにルート工作が必要であり、42 次隊に一部を依頼した。観測点
はそれぞれ 160 点で前回の 5倍以上になった。発破についても 41 次では 600kg7 発、250kg
を 2 発、43 次では 700kg を 7 発、200kg を 1 発実施した。これはスチーム噴出式掘削ド
リルによって、3.25m/時という速度で直径 35~40cm の発破孔の掘削が可能になったこと
が大きい。35-40m の発破孔を実働 24-29 時間で掘削できた。発破孔も大きくして、孔に
雪を入れてふさぐことで浅くても効率よい爆破ができることが分かった。観測には 16 ビ
ット 4ch のレコーダを用いて、タイマー起動により発破時刻に合わせて起動した。また、
GPS によって全レコーダが 3msec 程度の精度で同期できる高精度の刻時を得ることがで
きた。このように機器の進歩などにより、夏隊で実施することができた。また、2 測線を
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昭和基地における地震観測は IGY(International Polar Year)の観測計画の基で進めら




れ、さらに第 8 次隊からは、長周期の Press-Ewing 型の地震計が設置された。この地震計
は WWSSN(World-Wide Seismic Standard Seismic Network)で広く用いられ、ソ連(ロシ
ア)や東欧を除く世界中に広く設置されたものである。地震計が固有周期 15 秒、ガルバノ
メータが 20 秒であるため、不安定になり保守には大変な労力を要した。また、記録は HES
と同じ光学式フィルム記録、WWSSN の大きなブロマイドとは違っていた。ただし、記録
の現像に暗室を必要とした。このため観測時も赤色光以外の光を遮断する暗室の観測室を
必要とする。1970 年代には 1-2 年おきに地震の専門家が越冬して保守に当たるとともに、
機器の改良がなされた。このようにして長期間これらの観測が維持され、数少ない南半球
の地震記録が継続的に得られ、地震学的な種々の解析に大きな貢献をしてきている。その
後、1980 年には PELES が持ち込まれ、長周期の観測も充実したが、同時に地震の自動処













1980 年からは長周期は PELES に交換され、ミニコンによる自動処理が開始され、データ
とともに処理結果が収録されるようになった。ただし、モニターとしてのペン書き記録は
継続された。これらの収録、伝送システムは 1989-2002 年の間に地震の専門家(地物の他
分野も含む)が毎年越冬することによって改良されていった。1994 年には IT 技術の発展に
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大地震研究所の職員によって実施された。しかし、1986 年から 2005 年まで 20 次にわた
る観測隊のうち、京大の地球物理関係者が 20 人以上も越冬観測に従事し、14 人以上が地
震観測の保守・改良を担当している。長周期地震計 STS-1 型を 1989 年に持ち込んだのは
村上、その観測の整備とディジタルデータの処理・インターネットによる伝送などは金尾
を中心として、村上、根岸、東野、中西、土井、岩野、吉井、坂中などによってなされて
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